
1 緊急時の対応 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
(１) 台風などの悪天候時の対応 
 
各キャンパス所在地域に「暴風警報」「特別警報」が発令されている場合、原則として学校は休校となりま

す。「暴風警報」「特別警報」が発令されていなくても、天候の悪化が予想される場合には、学校は休校となる

ことがあります。 

 
 
 
 
 
東部：富士宮市・富士市・小山町・御 

殿場市・裾野市・長泉町・沼津 

市・三島市・清水町 

伊豆：函南町・熱海市・伊豆の国市・ 

   伊豆市・伊東市・西伊豆町・河 

   津町・東伊豆町・松崎町・下田 

   市・南伊豆町 

中部：静岡市・川根本町・藤枝市・焼 

津市・吉田町・島田市・牧之原 

市 

西部：菊川市・御前崎市・掛川市・森 

   町・袋井市・磐田市・浜松市・ 

   湖西市 

 

 

 

状 況 
学校の 
対応 

スクーリング・テスト 学校行事 

朝６時時点で暴風

警報等が発令され

ているとき 
休校 延期 

① スクーリング・テストは延期となります。 

原則として 

中止 

振替 

なし 朝６時より後に暴

風警報等が発令さ

れたとき 

① 警報が出た時点で延期します。 

② 登校している場合は、生徒は安全確認後すみやかに 

 帰宅します。 

暴風警報等は発令

されていないが、天

候の悪化等が予想

されるとき 

休校と 

なる場合 

あり 

延期と 

なる場合 

あり 

① 休校になる場合は一斉メールで連絡をします。 

 確認してから登校してください。 

② すでに登校している場合でも、学校の判断で延期す 

 る場合があります。 

中止と 

なる場合

あり 

中止の場

合は振替 

なし 

悪天候により交通

機関(鉄道)に乱れ

が生じたとき 

通常 実施 

① テストは当日の時間変更を認めます。鉄道各線の遅 

 れについては、駅で発行する遅延証明を持参してくだ 

 さい。 

② 学習締切日間際の場合、①の対応に加え、本人の申告 

 にもとづいてスクーリングやテストの補充を実施し 

 ます。ただし、科目担当が「受験願」の提出の有無や、 

 交通手段等の事情を確認し、補充が可と判断される場 

 合に限ります。 

実施 

 

   

※ 一斉メール配信(→p.5)に登録した保護者・生徒には、上記内容に関わる緊急連絡が配信されます。 

  ※ 休校となった場合の補充はスクーリング予備日等に行います。学校の通信制ホームページや一斉メール配信 

   等でお知らせします。 

  ※ 学習締切日間際のテストが中止された場合、そのテストの「受験願」提出者のみ、その科目を「遅延願」提 

   出扱いとします。 

  

 

東部キャンパス：東部全域・伊豆全域 
 中央キャンパス：中部全域 

 西部キャンパス：西部全域 

必ず「一斉メール配信」への登録をお願いします（登録方法は５ページ） 



(２) 地震への対応 

ア 「南海トラフ地震臨時情報」が発表された場合 

状 況 東部・中央キャンパス 西部キャンパス 

南海トラフ地震臨時情報が発表されたと

き 

調査中 原則通常どおり 休校 

巨大地震警戒 原則通常どおり 1週間程度の休校 

巨大地震注意 原則通常どおり 1週間程度の休校 

調査終了 原則通常どおり 原則通常どおり 

※ 中央キャンパスは静岡市(城北学区)の「一次避難地」に指定されているため、当情報が発表された場合、

地域住民等が本校グラウンドに避難してくることが予想されます。 

 

イ 地震が発生した場合 

状 況 全キャンパス共通 

学校が所在する地域で震度５弱以上の地震が発生したとき 直ちに教育活動を中止 

学校が所在する地域で震度４以下の地震が発生したとき 通常どおり、ただし状況に応じて中止 

 

ウ 大規模地震が突発的に発生したときの対応 

※ 災害時の家族間の連絡の取り方、家族の集合場所（避難場所）や役割分担などを確認しておきましょう。 

※ 登下校時の最寄りの避難場所や避難場所までの経路を、家族とともに確認しておきましょう。 

 
状況 対  応 

在宅
時 

・震度５弱以上の地震が発生した場合、原則としてスクーリング・テスト・学校行事は中止になります。 

・学校再開などの連絡は、一斉メール配信やホームページ等で行います。 

 
登 
下 
校 
中 
 

 

・まずは安全確保。落下物から身を守りましょう。 

 

 

・鉄道、バスに乗車中は、乗務員の指示に従い、最寄りの避難地に避難するなどしてください。 

・本校の近くにいる場合は登校して学校の指示に従ってください。 

・NTT 災害用伝言ダイヤル「１７１」等を活用し、保護者と連絡を取るよう努めましょう。 

在 
校 
時 

〈地震発生時〉・窓や壁際から離れ、机の下などにもぐり、落下物などから身を守ってください。 

〈地震発生直後〉・揺れが収まったら、教員の指示に従って各キャンパスの避難場所に集合します。 

 

 

 

〈安否確認後〉 

・保護者への引き渡しを行います。連絡がつかない場合は、原則として学校で待機します。 

(３) Ｊアラート警報時の対応 

ア ミサイルが発射された場合 
   ・スクーリング日及びテスト日当日の朝８時以前にＪアラートによる緊急情報が発信された場合は、休校

の措置はとりません。 
  ・スクーリング日及びテスト日当日の朝８時より後にＪアラートによる緊急情報が発信された場合は、１

校時目のスクーリング及びテストは中止となります。 
  ・スクーリング及びテスト実施中にＪアラートによる緊急情報が発信された場合には、教育活動が中止さ

れます。速やかに屋内等(校舎等)に避難してください。 
  
イ ミサイルが通過した場合 

  ・安全が確認でき次第、教育活動等が再開されますので、クラス担任等の指示にしたがってください。 
 

「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所に身をよせましょう 

 

避難の基本は「押さない・走らない(※)・しゃべらない・戻らない」 

※津波避難(西部キャンパス)の時は走ることもあります。 

 

必ず「一斉メール配信」への登録をお願いします（登録方法は５ページ） 


